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「
第
14
回
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
」

「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」「
文
化
祭
」「
図

書
館
ま
つ
り
」「
保
育
展
」
が
11
月
11

日
、
12
日
に
新
地
小
、
町
柔
剣
道
場
、

公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
図
書
館
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
新
地
保
育
所
で
行
わ
れ
、
大

勢
の
町
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
は
、
朝
市

会
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
、
漁
協
、
商
工
会
、

特
産
品
振
興
協
議
会
、
地
元
企
業
ら

が
出
店
し
産
品
を
直
売
。
ま
た
、
遊

海
し
ん
ち
ミ
レ
ニ
ア
ム
写
真
・
絵
画

展
、
綱
引
き
大
会
、
縄
な
い
競
争
、

大
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や

ト
マ
ト
、
リ
ン
ゴ
、
納
豆
な
ど
特
産

品
の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
体
力
測

定
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
、
健

康
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示
、
健
康

優
良
者
の
表
彰
な
ど
が
、
文
化
祭
で

は
、
文
化
芸
能
発
表
会
や
囲
碁
将
棋

大
会
、
書
道
や
盆
栽
等
の
作
品
展
示

な
ど
が
、
図
書
館
ま
つ
り
で
は
、
手

づ
く
り
絵
本
の
展
示
や
読
み
聞
か
せ
、

人
形
劇
、
ビ
デ
オ
編
集
体
験
な
ど
が
、

保
育
展
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
・

写
真
展
示
や
給
食
試
食
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
演
奏
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

��

�



� �

福
島
交
通
㈱
が
運
行
し
て
い
る
路

線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
11

月
15
日
か
ら
「
上
真
弓
線
」
の
経
路

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
上
真
弓
線
は
、
明
地
か

ら
大
山
田
を
経
て
上
真
弓
終
点
の
経

路
で
運
行
し
て
ま
し
た
が
、
沢
口
、

鉄
炮
町
地
区
の
方
の
交
通
手
段
の
確

保
の
た
め
終
点
を
上
真
弓
か
ら
「
中

山
入
口
」
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
初
日
の
15
日
に
は
、

中
山
入
口
停
留
所
で
、
関
係
者
や
地

区
の
方
約
60
人
が
参
加
し
て
開
通
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
荒
町
長
の
あ
い

さ
つ
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
運
転
手
さ

ん
へ
の
花
束
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た

後
、
地
区
の
方
な
ど
36
人
が
乗
車
し

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

町
内
に
は
、
上
真
弓
線
（
１
日
６

往
復
）
を
含
め
て
鹿
狼
山
線
（
１
日

４
往
復
）、
釣
師
浜
線
（
１
日
３
往

復
）
の
３
系
統
の
バ
ス
路
線
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
等
の
普
及

に
よ
り
年
々
利
用
者
が
減
少
し
て
お
り
、

利
用
の
実
態
は
通
学
の
高
校
生
、
通
院

の
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
１
便
あ
た
り

数
人
の
乗
車
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
高
齢
社
会
を
迎
え
町
と

し
て
も
町
民
の
交
通
手
段
と
し
て
、

こ
の
ま
ま
路
線
バ
ス
の
運
行
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

平
成
13
年
度
か
ら
は
バ
ス
事
業
も
規

制
緩
和
に
よ
り
自
由
競
争
に
な
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
少
す
る

と
廃
止
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
路
線
バ
ス
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

運行経路 

沢　口 中山入口 明　地 

大山田 

至新地 

小屋前 原　畑 上真弓 

県道金山新地停車場線 ふ
る
さ
と
林
道 

N

中山入口

7：21
8：11

10：46
12：41
14：11
17：16

7：22
8：12

10：47
12：42
14：12
17：17

7：25
8：15

10：50
12：45
14：15
17：20

7：26
8：16

10：51
12：46
14：16
17：21

7：27
8：17

10：52
12：47
14：17
17：22

7：28
8：18

10：53
12：48
14：18
17：23

7：29
8：19

10：54
12：49
14：19
17：24

7：37
8：27

11：02
12：57
14：27
17：32

7：51
8：41

11：16
13：11
14：41
17：46

7：54
8：44

11：19
13：14
14：44
17：49

8：02
8：52

11：27
13：22
14：52
17：57

沢口前 上真弓 原　畑 小屋前 大山田 明　地 新　地
公　立

相馬病院前
相馬営業所 桜ケ丘

桜ケ丘

7：24
9：59

11：54
13：24
16：29
17：14

7：30
10：05
12：00
13：30
16：35
17：20

7：33
10：08
12：03
13：33
16：38
17：23

7：47
10：22
12：17
13：47
16：52
17：37

7：55
10：30
12：25
13：55
17：00
17：45

7：56
10：31
12：26
13：56
17：01
17：46

7：57
10：32
12：27
13：57
17：02
17：47

7：58
10：33
12：28
13：58
17：03
17：48

7：59
10：34
12：29
13：59
17：04
17：49

8：02
10：37
12：32
14：02
17：07
17：52

8：05
10：40
12：35
14：05
17：10
17：54

相馬営業所
公　立
相馬病院

新　地 明　地 大山田 小屋前 原　畑 上真弓 沢口前 中山入口
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12月２日のＪＲダイヤ改正に伴い、仙台方面通勤者等の利便性向
上のため、仙台駅～山下駅間１往復を仙台駅～新地駅に延長されま
す。積極的なご利用をお願いします。

町の農家などでつくる「新地町都市農村交流推進協
議会（大堀宏会長）」が、仙台を中心とした都市住民た
ちとの交流事業（アグリピア新地）に取り組んでいます。

協議会は、今年８月に結成され現在会員は20人。10
月29日には第１回目として仙台市などの家族連れを対
象にリンゴやトマトのもぎ取り、パッションフルーツの
収穫、そば打ち体験など、地場産品を使った体験ツアー
が行われました。今後は水稲や野菜、シイタケ、養蚕な
どの生産体験や漁業体験、寺での座禅等のメニューを加
えながら、新地と都市住民の交流を促進して、町のＰＲ
を行っていきます。

町都市農村交流推進協議会では、町を訪れる都市住民、町
内外の子供たちに農林漁業などの体験指導、地域の文化、芸
能伝承指導を通して、交流事業に参加できる方を募集してい
ます。
�

・町内に住み、又は勤務している方で、農林漁業を主体に地
域の産業、工芸、食、自然、文化、歴史、芸能、健康づくり
に深い知識や技術を持っている方。
・郷土愛が強く、地域の活性化に熱心な方。など
�

町都市農村交流推進協議会
（事務局　役場産業課��２１１１）

平
成
10
年
度
か
ら
、
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
町
づ
く
り
１
０
０
人
委

員
会
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、
策
定

作
業
を
進
め
て
き
た
平
成
13
年
度
を

初
年
度
と
す
る
向
こ
う
10
年
間
の
町

の
基
本
方
針
を
定
め
る
「
第
４
次
新

地
町
総
合
計
画
」
の
素
案
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
ま
り
、
町
総
合
計
画
審
議
会

（
桑
折
篤
次
会
長
）に
諮
問
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
10
月
24
日
か
ら
３

回
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
し
、
町
民

総
参
加
の
町
づ
く
り
や
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
、
産
業
の
振
興
、
人
材
育

成
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
調
和
な

ど
の
意
見
を
付
け
加
え
て
、
原
案
ど

お
り
と
す
る
答
申
を
し
ま
し
た
。

町
で
は
答
申
を
受
け
、
12
月
定
例

議
会
に
議
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

町
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

桑
折
篤
次（
会
長
・
議
会
）
／
荒
貞
夫

（
副
会
長
・
学
識
）
／
林
一
敏
（
議

会
）
／
目
黒
静
雄（
議
会
）
／
寺
島
洵

一（
福
祉
会
）／
後
藤
一
茂（
農
協
）／

小
野
胞
蔵（
漁
協
）／
鈴
木
孝
（
商
工

会
）／
加
藤
タ
マ
子
（
婦
人
団
体
）／

寺
島
幹
雄
（
区
長
会
）／
加
藤
哲
蔵

（
学
識
）／
後
藤
顯
一（
学
識
）／
桜
井

正
孝
（
学
識
）
／
西
坂
美
恵
子
（
学

識
）／
八
巻
円（
学
識
）

敬
称
略
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所
得
計
算
は
、
納
税
者
の
正
確
な

収
入
金
額
及
び
必
要
経
費
を
記
帳
に

基
づ
き
行
う
の
が
原
則
で
す
が
、
記

帳
が
十
分
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
比

較
的
規
模
の
小
さ
な
農
家
の
方
が

「
農
業
所
得
標
準
」
に
よ
り
所
得
金
額

を
計
算
し
、
申
告
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
農
業
情
勢
に
よ

り
農
業
経
営
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

農
地
の
集
約
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡

大
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

の
農
業
施
設
の
利
用
・
大
型
農
機
具

の
導
入
に
よ
り
作
業
の
省
力
化
が
実

現
し
、
活
発
に
農
作
業
受
委
託
が
行

わ
れ
、
水
稲
以
外
の
園
芸
作
物
の
栽

培
な
ど
農
業
経
営
が
多
様
化
し
、
農

業
も
企
業
的
な
経
営
感
覚
が
必
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
記
帳
に
基
づ
い
た
経

営
分
析
を
行
い
、
農
業
経
営
の
一
層

の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
に
も
記
帳

の
必
要
性
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
現

在
の
農
業
経
営
に
よ
り
適
合
し
た
農

業
所
得
を
算
出
す
る
た
め
、
従
来
の

作
付
面
積
に
10
㌃
当
た
り
所
得
を
か

け
て
農
業
所
得
を
求
め
た
面
積
標
準

か
ら
、
収
入
金
確
定
経
費
標
準
の
方

式
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

収
入
金
確
定
経
費
標
準
と
は
、
農

家
の
皆
さ
ん
に
米
や
野
菜
の
実
際
の

収
入
金
を
自
ら
計
算
し
申
告
し
て
も

ら
い
、
収
入
金
に
所
得
率
を
か
け
る

こ
と
に
よ
り
農
業
所
得
を
求
め
る
方

法
で
す
。

ま
た
、
平
成
13
年
分
か
ら
は
、
水

稲
耕
作
に
つ
い
て
は
、
２
㌶
以
上
の

方
は
収
支
計
算
と
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
作
物
に
つ
い
て
、
平
成

12
年
分
か
ら
ご
自
分
の
実
際
の
収
入

金
額
な
ど
を
基
に
計
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
収
入
（
実
額
控
除

経
費
も
含
む
）
に
係
る
記
帳
を
行
う

と
と
も
に
農
協
の
年
間
取
引
実
績
表

や
領
収
書
な
ど
の
書
類
の
保
存
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

�相
馬
税
務
署
（
�
�
３
１
１
１
）

役
場
税
務
課
（
�
�
２
１
１
１
）

※自家用野菜畑とは、自家用の野菜を栽培している所得。
※専門野菜畑とは、販売用野菜を栽培している所得
※収支決算とは、収入・経費とも実額で計算し、所得

を算出する方法。

平成12年分農業所得申告には、収入金額を所定の用
紙に記入のうえ、申告することが必要になります。

【収入金額（実額）＝①販売金額＋②自家消費等】
①販売金額とは、農協及び集荷業者などへの年間販売

金額を合計します。
②自家消費・事業用消費とは、自家用（贈答用を含

む）及び事業用に消費した数量を次の算式により金
額に換算して合計します。

※算式　自家消費等の金額＝数量×単価（単価について
は、販売した単価の平均額など合理的に算出します）今月は、自然にやさしいものづくりが体験できる「ものづくり挑戦コース」を紹介します。

�

��



��

第
10
回
伊
達
開
拓
「
ふ
る
さ
と
従
兄
弟

（
い
〜
と
こ
）」
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
が

10
月
31
日
、
柴
田
町
の
槻
木
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
旧
伊
達
藩
に
ゆ
か
り
の
あ

る
５
市
町
（
新
地
町
・
北
海
道
伊
達
市
・

宮
城
県
亘
理
町
・
山
元
町
・
柴
田
町
）
か

ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
柴
田
町
出
身
の
世
界

的
ギ
タ
リ
ス
ト
、
加
藤
政
幸
さ
ん
の
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
や
「
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
５
市
町
の
首
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

ト
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
世
紀
最
後
の

サ
ミ
ッ
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
竹
細
工
作
り
に
励
む

明
地
地
区
の
有
志
会
（
桜
井
修
代

表
・
会
員
５
人
）
で
は
11
月
16
日
、
子

ど
も
た
ち
の
清
掃
活
動
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
手
作
り
の
竹
ぼ
う
き
を
福

田
小
に
６
本
、
福
田
保
育
所
に
２
本
贈

り
ま
し
た
。
福
田
小
で
は
、
代
表
の
桜

井
修
さ
ん
と
荒
孝
一
さ
ん
、
佐
藤
イ
ト

子
さ
ん
か
ら
６
年
生
の
横
山
あ
ゆ
み
さ

ん
と
鈴
木
一
也
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
、

「
落
ち
葉
の
季
節
な
の
で
、
竹
ぼ
う
き

で
校
舎
内
外
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
大
事
に
使
い
ま
す
」
と
横
山

さ
ん
か
ら
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

�
町
と
ふ
る
さ
と
姉
妹
都
市
を
結
ん

で
い
る
北
海
道
伊
達
市
か
ら
「
伊
達

市
新
地
会
（
秋
元
充
会
長
）」
の
会
員

５
人
が
11
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の

３
日
間
、
記
念
誌
発
行
の
資
料
収
集

や
調
査
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

伊
達
市
新
地
会
は
平
成
15
年
の
創

立
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
移
住

開
拓
後
１
３
５
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ

記
念
誌
の
発
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
来
町
し
た
５
人
は
、
町
教
育
委

員
会
で
の
資
料
収
集
や
目
黒
教
育
長

の
案
内
に
よ
り
伊
達
右
近
の
墓
や
観

海
堂
、
戊
辰
戦
争
碑
な
ど
を
調
査
し

ま
し
た
。

�

伊
達
右
近
の
墓
を
見
学
す
る
会
員
た
ち

・
寺
島
洵
一
（
小
川
）

・
目
黒
俊
孝
（
杉
目
）

・
く
る
め
が
す
り
の
家
環
境
整
備
推

進
委
員
会

・
角
田
義
正
（
上
真
弓
）

・
㈱
小
賀
坂
組

・
佐
藤
工
業
㈱

・
菅
野
和
弘
（
菅
谷
）

・
小
幡
英
一
（
今
神
）

・
八
巻
　
孝
（
菅
谷
）

・
早
川
權
藏
（
杉
目
）

・
㈱
ト
ー
ヨ
ー
不
動
産

・
㈲
ア
サ
ヒ
写
真

・
齋
藤
秀
樹
（
中
里
）

・
旭
電
化
工
業
㈱
相
馬
工
場

・
小
野
正
夫
（
中
島
）

・
佐
藤
　
勉
（
沢
口
）

・
三
国
清
一
（
高
田
）

・
岡
元
　
淳
（
中
里
）

・
菅
野
耕
平
（
藤
崎
）

・

野
い
わ
子
（
中
島
）

・
新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
伊
藤
あ
や
子
（
釣
師
）

・
　
野
新
一
（
今
泉
）

・
飯
土
井
繁
勝
（
新
町
）

・
小
野
正
夫
（
中
島
）

・
管
野
政
志
（
埒
浜
）

・
阿
部
　
忠
（
岡
）

・
岡
崎
サ
ヨ
（
作
田
）

・
竹
澤
正
美
（
大
戸
浜
）

・
濱
野
正
久
（
大
戸
浜
）

・
小
野
義
一
（
小
川
）

・
氏
家
ケ
イ
子
（
小
川
）

・
菅
野
哲
夫
（
今
泉
）

・
今
野
　
保
（
相
馬
市
）

・
村
山
正
秋
（
城
内
）

・
星
　
典
雄
（
駒
町
）

・
遠
藤
幸
義
（
鹿
島
町
）

・
社
会
福
祉
法
人
福
島
更
生
義
肢
製

作
所

・
佐
藤
和
男
（
原
相
善
）

第
49
回
福
島
県
統
計
大
会
が
11
月

29
日
、
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
協

力
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。町

か
ら
も
、
次
の
３
人
が
福
島
県

統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
43
年
の
農
業
基
本
調
査
か
ら

国
勢
調
査
、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

な
ど
統
計
調
査
事
業
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
２
年
の
国
勢
調
査
か
ら
住
宅

統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
、
世
界

農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
、
調
査
員
と

し
て
統
計
調
査
事
業
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
２
年
の
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
か
ら
国
勢
調
査
、
事
業
所
企
業
統

計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
な
ど
で
、

指
導
員
、
調
査
員
と
し
て
統
計
調
査

事
業
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
菅
野
八
重
子

さ
ん
（
菅
谷
）
が
10
月
20
日
、
大
阪

市
で
開
か
れ
た
第
48
回
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
総
会
の
席
で
、
法
務

大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
12
月
か

ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
思

想
の
普
及
、
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

「
第
９
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が

11
月
23
日
、
町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

町
民
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

競
技
は
、
地
区
対
抗
で
14
チ
ー
ム
が
参

加
、Ａ
・
Ｂ
両
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

戦
い
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・
第
８
行
政
区
Ａ（
小
川
）／

準
優
勝
・
第
12
行
政
区
（
菅
谷
・
高
田
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・
第
15
行
政
区
（
富

倉
・
原
相
善
）
／
準
優
勝
・
第
８
行
政

区
Ｂ
（
小
川
）

�

・
目
黒
　
男
（
小
川
）

・
菅
野
一
夫
（
福
島
市
）

・
吉
田
　
博
（
大
戸
浜
）

敬
称
略

�



	


12
月
17
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

町
図
書
館
　
視
聴
覚
室

読
み
聞
か
せ
・
人
形
劇
・

ク
リ
ス
マ
ス
工
作
　
な
ど

12
月
13
日
�

30
人
（
先
着
順
）

�
町
図
書
館
（
�
�
５
０
３
１
）

˝x œ

・
鎖
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
南
ア
サ

た
っ
た
一
人
で
敵
と
対
峙
す
る
刑

事
音
道
貴
子
の
脳
裏
を
期
待
と
絶
望

が
交
錯
す
る
。
こ
こ
は
一
体
ど
こ
な

の
か
？
犯
人
グ
ル
ー
プ
が
し
か
け
る

次
の
手
は
？
「
凍
え
る
牙
」
の
続
編
。

２
日
�

各
保
育
所

●
も
ち
つ
き
会

６
日
�

新
地
保
育
所

７
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

８
日
�

浜
保
育
所

福
田
保
育
所

７
日
�

福
田
保
育
所

11
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

12
日
�

新
地
保
育
所

13
日
�

福
田
保
育
所

14
日
�

新
地
保
育
所

15
日
�

浜
保
育
所

11
日
�
、
18
日
�
新
地
保
育
所

19
日
�

浜
保
育
所

福
田
保
育
所

20
日
�

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

「
食
」
は
、
人
間
形
成
の
糧
で
あ
り

何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
か
と
い
う

こ
と
が
食
生
活
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
食
に
は
健
康
づ
く
り
の
た

め
と
い
う
も
の
か
ら
、
楽
し
い
食
・

文
化
を
伝
え
る
「
食
」
ま
で
さ
ま
ざ

ま
あ
り
、
こ
と
に
日
本
人
に
お
い
て

は
、
自
然
の
恵
み
や
美
し
さ
を
食
べ

る
こ
と
に
結
び
つ
き
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
伝
統
食
や

行
事
食
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
育
所
で
は
誕
生
会
に
、
こ
れ
ら

の
行
事
食
を
取
り
入
れ
、
旬
の
食
材

を
使
い
、
折
々
に
変
化
す
る
季
節
感

を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

５
月
「
こ
い
の
ぼ
り
五
目
御
飯
」

・
「
こ
い
の
ぼ
り
だ
ー
」
と
大
喜
び
。

６
月
「
竹
の
子
お
こ
わ
」

・
旬
の
香
り
を
楽
し
み
ま
す
。

７
月
「
七
夕
そ
う
め
ん
」

・
七
夕
の
由
来
を
勉
強
し
ま
し
た
。

８
月
「
カ
ツ
カ
レ
ー
」

・
夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
る
に
は
、
こ

れ
が
一
番
。

９
月
「
三
色
お
は
ぎ
・
名
月
椀
」

・
椀
の
中
身
は
卯
の
名
月
。

・
ク
リ
ス
マ
ス
に
く
つ
し
た
を
さ
げ
る

「
健
康
日
本
21
」
は
、
21
世
紀
を

健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
す
た
め
の

国
民
健
康
づ
く
り
運
動
で
す
。
９
つ

の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

睡
眠
不
足
は
、
肉
体
的
、
精
神
的

に
疲
労
感
を
も
た
ら
し
た
り
、
判
断

力
を
鈍
ら
せ
る
な
ど
日
常
生
活
を
送

る
う
え
で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
毎
朝
気
持
ち
よ
く
目
覚
め

て
い
る
か
は
自
分
の
健
康
度
を
計
る

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

「
よ
く
眠
れ
な
い
」
と
い
う
人
は
、

そ
の
原
因
を
考
え
、
早
め
に
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

「
休
養
」
に
は
、
仕
事
や
活
動
で
生

じ
た
心
身
の
疲
労
を
解
消
し
、
も
と

の
活
力
あ
る
状
態
に
戻
す
「
休
む
」

面
と
、
明
日
に
向
か
っ
て
英
気
を
養

い
、
心
身
の
健
康
度
を
向
上
さ
せ
る

「
養
う
」
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
側
面
を
上
手
に
取
り
入
れ
積
極
的

に
休
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

①
仕
事
の
時
間
、
自
分
の
時
間
、
睡

眠
の
時
間
の
配
分
を
明
確
に
し
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
。

②
早
寝
、
早
起
き
を
し
て
、
三
食
き

ち
ん
と
食
べ
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

③
家
族
と
の
団
ら
ん
時
間
を
持
っ
た

り
、
イ
ン
テ
リ
ア
を
工
夫
し
、
く

つ
ろ
げ
る
住
環
境
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

④
最
も
「
目
覚
め
の
よ
い
睡
眠
」
が

得
ら
れ
る
環
境
や
睡
眠
パ
タ
ー
ン

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
知
識
や

教
養
の
幅
を
広
げ
、
人
間
性
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

②
家
族
や
仲
間
と
の
語
ら
い
や
新
し

い
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

③
休
日
は
、
普
段
で
き
な
い
こ
と
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

④
お
し
ゃ
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高

齢
者
の
場
合
は
、
気
持
ち
を
若
返

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

⑤
地
域
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

⑥
温
泉
旅
行
な
ど
旅
に
出
か
け
疲
労

回
復
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

⑦
森
林
浴
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

あ
り
ま
す
。
自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま

し
ょ
う
。

健
康
日
本
21
は
、
個
人
の
健
康
を

実
現
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
で
き

る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

Hello Shinchi!
I love computers. They are a part of my life. I’ve had
a computer since I was 10 years old. That was some 16
years ago. Back then, personal computers were very
simple. I was very interested in how you could pro-
gram a computer to do many different things. It’s like
clay to a sculptor. My brother even became a  profes-
sional computer programmer. Today’s computers are
much more powerful. They can do so many things. I
use my computer to make photographs and listen to
music.
But the most powerful use of computers today is the
Internet. I write emails to my friends and family in
Canada and all over the world. I find information and
ideas that I can use in my lessons at Shoei.
The Internet is becoming more and more popular all
over the world. You hear stories about it in the news
all the time. For me, the Internet age is very exciting.
Why? The Internet is all about the power of networks.
A network is the connection between computers to
share information and resources. This simple idea is a
powerful one. Everyone with access to a computer can
share their ideas and information with the whole world.
It’s wonderful to be able to communicate with anyone
in the world. We can all be connected to each other
through the Internet. We can learn more and do more.
New ideas have a large audience and change can hap-
pen much faster.
That’s why I think it is such an exciting time for every-
one. All children should learn how to use the Internet.
Because no matter where you are, you can be part of a
larger community. Your village is the whole world.
Your friend,

わ
け

間
所
ひ
さ
こ

み
ん
な
が
ま
っ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス

の
前
の
夜
、
く
つ
し
た
を
枕
元
に
さ
げ

て
ね
る
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
そ

の
わ
け
を
お
は
な
し
し
ま
し
ょ
う
ね
。

（和訳は15ページ）

10
月
「
き
の
こ
御
飯
」

「
い
が
栗
揚
げ
」

・
里
芋
・
春
雨
で
い
が
栗
を
作
る
。

11
月
「
赤
飯
・
煮
し
め
」

・
七
五
三
祝
の
伝
統
食
で
す
。

12
月
「
サ
ン
タ
ラ
ン
チ
」「
餅
つ
き
」

・
楽
し
み
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

１
月
「
七
草
す
い
と
ん
」

・
せ
り
、
な
ず
な
、
こ
ぎ
ょ
う
、
は
こ

べ
ら
、
ほ
と
け
の
ざ
、
す
ず
な
、
す
ず

し
ろ
、
こ
れ
が
七
草
で
す
。

２
月
「
福
内
膳
」

・
大
豆
や
じ
ゃ
こ
の
入
っ
た
炊
き
込

み
御
飯
で
す
。

３
月
「
ひ
な
寿
司
」

・
お
別
れ
会
で
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
パ

ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
１
年
を
通
し
て
、
行

事
食
・
伝
統
食
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

日
本
人
の
食
生
活
が
ど
ん
ど
ん
簡

素
化
・
洋
風
化
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
行
事
に
ま
つ
わ
る
食
事
や

地
域
に
伝
わ
る
料
理
な
ど
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
保
育
所
で
の
食
の
あ
り

か
た
を
考
え
、
心
身
と
も
に
豊
か
に

育
つ
食
生
活
を
目
指
し
て
、「
子
ど
も

の
笑
顔
を
育
む
食
育
」
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
命
を
く
れ
た
キ
ス

鈴
木
ひ
と
み

突
然
の
交
通
事
故
で
、
両
足
の
自

由
と
準
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
キ
ャ
リ
ア
も
夢
も
失
う
。
凄
ま

じ
い
リ
ハ
ビ
リ
、
社
会
復
帰
、
そ
し

て
再
び
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
モ

デ
ル
に
。
16
年
が
過
ぎ
た
今
だ
か
ら

書
け
る
す
べ
て
。

・
生
き
て
こ
そ
光
輝
く

石
橋
幸
緒

・
魚
が
見
た
夢
　
　
　
　
柳
　
美
里

・
生
者
へ

丸
山
健
二

・
赤
い
兵
馬
俑
　
　
　
　
吉
野
　
光

・
儚
い
光
　
　
ア
ン
・
マ
イ
ク
ル
ズ

・
あ
ふ
れ
た
愛
　
　
　
　
天
童
荒
太

・
二
〇
〇
一
年
賀
状
デ
ザ
イ
ン
集

・
マ
マ
は
カ
ッ
ト
名
人

・
囲
碁
が
10
倍
お
も
し
ろ
く
な
る
本

・
あ
か
ち
ゃ
ん
の
カ
ラ
ダ
図
鑑

・
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
ダ
ン
プ
カ
ー
に

の
る

・
日
曜
日
の
朝
ぼ
く
は

斎
藤
　
洋

・
た
か
ら
さ
が
し

市
川
里
美

・
ピ
ン
ク
パ
ー
ル

村
上
康
成

・
に
じ
い
ろ
の
は
な

・
お
は
な
し
玉
手
箱

行
事
食
・
伝
統
食
は
４
月
「
お
子
さ

ま
ラ
ン
チ
」

・
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
旗
が
ア
ク
セ
ン
ト
！



��

23
日
　
総
合
計
画
策
定
本
部
会
議

24
日
　
結
婚
相
談
協
力
員
研
修
会
、

総
合
計
画
審
議
会

26
日
　
総
務
常
任
委
員
会

27
日
　
か
ん
ぽ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

商
工
会
連
合
会
福
島
県
大

会
、
町
民
の
翼
結
団
式
・
壮

行
会

28
日
　
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
懇
談
会

29
日
　
消
防
秋
季
演
習

30
日
　
仮
称
新
丸
森
橋
新
設
促
進
期

成
同
盟
会
総
会

31
日
　
ふ
る
さ
と
姉
妹
都
市
従
兄
弟

サ
ミ
ッ
ト

１
日
　
課
長
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
、

農
地
流
動
化
推
進
委
員
会
議

２
日
　
第
45
回
県
下
農
業
委
員
大
会

３
日
　
第
５
行
政
区
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
、
埒
浜
ふ
れ
あ
い
運
動
会

５
日
　
消
防
団
防
火
パ
レ
ー
ド
、
高

田
地
区
運
動
会

７
日
　
国
保
い
き
い
き
運
動
会
、
入
札
、

第
２
回
総
合
計
画
審
議
会

８
日
　
常
磐
線
北
部
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
総
会

10
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
議
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
結
団
式

11
日
　
産
業
ま
つ
り
・
健
康
福
祉
ま

つ
り
・
図
書
館
ま
つ
り
（
12

日
ま
で
）、
町
民
の
翼
出
発
式

12
日
　
町
文
化
協
会
発
表
会
、
保
育
展

13
日
　
伊
達
新
地
会
来
庁

14
日
　
入
札

15
日
　
課
長
会
、
事
務
改
善
委
員
会
、

役
場
消
防
避
難
訓
練

16
日
　
第
二
港
湾
建
設
局
要
望
活
動

19
日
　
ふ
く
し
ま
駅
伝

（子供） （親） （地区）
晃　太
こ う た

但野都美男・美香 新地町
愛　依
ま な え

鈴木孝信・由里子 菅　谷
胡　桃
く る み

豊野泰明・千恵子 富　倉
温　人
は る と

菅野芳伸・詩恵 今　泉
理　可
り 　 か

新妻一広・雅惠 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
岡田　義道 ９２歳 岡
目黒　トメ ９５歳 新地町
渡部　一弘 ５８歳 杉　目
目黒　ソヨ ９０歳 小　川
鈴木　研一 ８６歳 駒ヶ嶺町
森　　哲雄 ６９歳 富　倉
鈴木サカイ ９８歳 駒ヶ嶺町
遠藤　正雄 ９４歳 菅　谷

（平成１２年１０月２１日～１１月２０日届出）

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
の
６

日
間
、
ご
み
焼
却
場
が
年
末
年
始
の

休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
燃
え
る
ご
み

及
び
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
は
行
い
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
町
民
課
（
�
内
線
23
）

・
故
鈴
木
研
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
鈴
木
弘
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
町
）
よ
り

20
万
円
／
故
目
黒
ソ
ヨ
さ
ん
の
ご
遺

志
と
し
て
目
黒
昭
さ
ん
（
小
川
）
よ

り
10
万
円

・
故
岡
田
義
道
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
岡
田
義
則
さ
ん
（
岡
）
よ
り
10
万

円
／
福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
よ
り
１

万
円
／
伊
藤
す
ず
え
さ
ん
（
杉
目
）

よ
り
１
万
円

◎
寄
付

・
村
山
正
秋
さ
ん
（
城
内
）
よ
り
30

万
円
／
目
黒
昭
さ
ん
（
小
川
）
よ
り

10
万
円
／
佐
藤
啓
治
さ
ん
（
釣
師
）

よ
り
梨
２
箱
／
新
地
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ー
ム
よ
り
ト
マ
ト
２
箱
／
森
市
雄
さ

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。 学

が
困
難
な
方
に
次
の
と
お
り
奨
学

資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
資
金

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
13
年
１

月
19
日
�
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
一
人
・
月
額
）

①
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
以
上

の
在
学
者
　
　
　
３
０
、０
０
０
円

②
高
等
専
門
学
校
、
修
業
年
限
２
年

以
上
の
専
修
学
校
在
学
者

２
０
、０
０
０
円

③
高
等
学
校
在
学
者１

５
、０
０
０
円

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
修
業

期
間
（
た
だ
し
、
す
で
に
在
学
中
の

場
合
は
、
申
請
し
た
月
以
降
の
期
間
）

卒
業
、
又
は
貸
付
期
間
満
了
後
、

平成13年４月１日（平成13年３月末日までは経過期
間）からＪＡＳ法（農林物資の規格化及び品質表示の
適正化に関する法律）により、お米を販売するすべて
の方（生産者を含む）に産地、品種、生産年などを表
示することが義務づけられます。お米を買い求める際
の目安としてください。

� 福島食糧事務所原町支所

（��１１３１）

貸
付
月
数
の
３
倍
の
期
間
内
に
総
額

（
無
利
子
）
を
月
賦
で
返
済
。

�
町
教
育
委
員
会
（
�
�
４
４
７
７
）

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で
は
、
次
の
日

程
で
「
水
・
音
・
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
施
設
内
を
ク
リ
ス
マ
ス

一
色
に
装
飾
。
ク
リ
ス
マ
ス
映
画
や
コ

ン
サ
ー
ト
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�
新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
�
�
４
７
２
２
）

ん
（
菅
谷
）
よ
り
ゆ
ず
３
㎏
／
郡
司
イ

ネ
さ
ん
（
山
元
町
）
よ
り
卵
６
５
０
個

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
釣
師
老
人
ク
ラ
ブ
17
人
よ
り
草
む

し
り
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
31
回
61

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
７
回
13
人
／
新

地
高
校
５
回
61
人
／
レ
マ
ン
の
会
１

回
３
人
／
志
子
田
梨
絵
さ
ん
１
回
／

佐
藤
光
弘
さ
ん
10
回

� 12月10日�～１月７日�
�
・夜間の交通事故防止
・高齢者の交通事故防止
・シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

�
町交通対策協議会（役場総務課��２１１１）

１
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日

間
、
相
馬
方
部
衛
生
組
合
火
葬
場

「
一
里
壇
斎
苑
」
が
年
始
の
休
み
と
な

り
ま
す
。

�
町
民
課
（
�
内
線
23
）

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調

査
及
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

を
行
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実

態
を
、
ま
た
、
石
油
等
消
費
構
造
統

計
調
査
は
、
産
業
別
・
規
模
別
・
地

域
別
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を

調
査
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
企
画
振
興
課
（
�
内
線
63
）

町
で
は
、
新
地
町
に
住
所
が
あ
る

学
生
・
生
徒
で
、
経
済
的
な
理
由
で
修

皆さんの温かいご協
力をお願いします。

�
（��４２１３）

11：00～

12／23
（土）

映画
・「クリスマス・

イヴのなぞ」
・「プーさんと大

あらし」

映画
・「ごんぎつね」

コンサート
・「P☆MAX」
（ピーマックス）

コンサート
・「ｍａｒｉｎ
ｅ　ｎｏｔｅｓ」

（マリンノーツ）

映画
・「ごんぎつね」

映画
・「クリスマス・

イヴのなぞ」
・「プーさんと大

あらし」

12／24
（日）

14：00～ 18：30～19：30

名　 称 精　　　　　　　米

産　　地

福島県産

５㎏

１３．４．１

□□米穀株式会社

△△県◎◎市▽▽町１－１

℡０００（０００）００００

品　　種

○○ヒカリ

産　年

12年産

使用割合

100％
原 料 玄 米

内 容 量

精米年月日

販 売 者

� 12月20日�
午前10時～

午後３時
� 保健センター

�

町保健センター

（��２０９６）




�

束
の
間
の
午
後
の
光
の
や
わ
ら
か
く

差
入
る
枕
辺
に
紅
葉
の
一
枚

高
橋
ク
ニ
子

ね
む
ら
む
と
あ
せ
る
心
に
目
は
冴
え
て

只
い
た
ず
ら
に
時
は
す
ぎ
行
く

片
平
　
ト
シ

庭
に
干
す
青
ば
た
豆
は
パ
チ
パ
チ
と

秋
の
日
和
に
は
し
ゃ
ぎ
は
じ
け
る

寺
島
　
淑
子

障
害
を
持
ち
て
闘
う
選
手
ら
の

勝
利
の
笑
顔
を
胸
あ
つ
く
見
る

桜
井
　
京
子

オ
ム
レ
ツ
を
皿
に
盛
り
つ
け
夜
勤
終
え

帰
り
く
孫
を
待
つ
寒
き
朝

小
山
田
つ
や

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
並
白
く
空
の
青

手
に
取
る
ご
と
き
遊
覧
飛
行

大
須
賀
し
づ

天
高
く
鹿
狼
の
嶺
は
秋
盛
り

わ
が
来
し
方
を
ア
ル
バ
ム
に
見
つ

高
橋
　
忠
雄

育
て
き
し
玉
葱
の
苗
を
夫
と
植
え

一
息
す
れ
ば
今
日
は
立
冬

今
野
　
好
子

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
解
の
水
は
ゴ
ー
ゴ
ー
と

音
た
て
田
へ
の
溝
を
流
れ
る

菅
野
八
重
子

労
り
て
く
る
る
女
孫
を
嬉
し
み
て

時
に
は
老
い
し
ふ
り
な
ど
を
す
る

荒
　
　
洋
子

Ｈｅｌｌｏ Ｓｈｉｎｃｈｉ！

私はコンピュ－タ－が好きです。コンピュ－タ－は私の生

活の一部です。私は１０歳の時からコンピユ－タ－を持って

いました。１６年前のことです。そのころのパソコンはとて

もシンプルでした。私はたくさんのことをするコンピユ－タ－

が、どれだけプログラムできるか興味がありました。それは

彫刻家が粘土があれば何でも作れるのと同じようなものです。

私の兄はプロのコンピユ－タ－プログラマ－になりました。

現在のコンピユ－タ－はずうっとパワフルです。何でもでき

ます。私はコンピユ－タ－を、写真を作ったり音楽を聞くの

に使います。

しかし今日コンピユ－タ－の一番の使用法はインタ－ネッ

トです。私はカナダの友達や家族、世界中にＥ－メイルを送

ります。尚英中で授業に使う情報や考えがわかります。イン

タ－ネットは世界中でますますポピュラ－になっています。

あなたがたは、いつでもニュ－スでインタ－ネットについて

聞くことができます。私にとってインタ－ネットの時代はと

ても興味深いです。なぜ？インタ－ネットはネットワ－クそ

のものです。ネットワ－クは情報や手段を分かち合うコンピ

ユ－タ－のつながりです。このシンプルな考えは力強いもの

です。コンピユ－タ－にアクセスする誰でも、全ての世界で

考えや情報を分かち合うことができます。世界の誰でも意思

を伝達できることは素晴らしいことです。私たちはインタ－

ネットを通してお互いに伝達できます。たくさんのことを学

ぶことができます。新しい考えはたくさんの人に理解され、

社会の変化がすぐにわかります。そのことが全ての人にとっ

て興味があるという理由です。子供たちみんなインタ－ネッ

トの使い方を学ぶべきです。遠い近いに関係なく世界のこと

がわかります。世界が一つの村です。

Ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄ，
和訳：尚英中学校　松田勘太先生
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再生紙使用
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ち

き
ゅう
にやさし

い

激動の20世紀もあと少し。来年はいよいよ21世紀です。新世紀の幕開けを、山や海で迎えてみてはいかがですか。
今回も元旦の朝には、鹿狼山元旦登山や釣師浜からの初日の出見学会があります。
みなさん、山・海から新世紀の初日の出をご覧ください。

■
師
走
に
入
り
今
年
も
あ
と
少
し
、と
言
う
よ
り
は
、

20
世
紀
も
終
わ
り
で
す
。
今
年
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
（
千

年
記
）
で
来
年
か
ら
は
新
世
紀
。
区
切
り
の
年
が
続

き
、
少
々
混
乱
し
て
い
ま
す
が
、
穏
や
か
な
気
持
ち

で
21
世
紀
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ミ
レ
ニ
ア
ム
も
世
紀
も
西
洋
暦
で
す
が
、
干
支
で

言
う
と
来
年
は
「
巳
年
」。
年
男
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
は
来
年
も
広
報
発
行
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
人
間
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ヘ
ビ
で
す
が
、
取

材
の
際
に
は
敬
遠
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
晴
）

� 平成13年１月１日�
午前６時

� 鹿狼山登山口広場
☆参加者に記念品をプレゼント

�
役場産業課（�内線43）

� 平成13年１月１日�
午前５時（たき火）

� 釣師浜海水浴場
☆参加者にあら汁サービス

�
釣師の浜をきれいにする会
会長　伊藤和雄（��2152）


